
議
員

十
九
年
度
か
ら
一
〇

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
と
な
る
平
塚
市
総
合
計

画
基
本
構
想
が
今
定
例
会
に

再
び
上
程
さ
れ
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

平
成
十
八
年
九

月
の
上
程
以
来
、
慎
重
に
審

議
さ
れ
た
が
、
前
期
議
員
の

任
期
満
了
に
伴
い
廃
案
と
な

っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
指
摘
を

受
け
た
部
分
に
つ
い
て
よ
り

分
か
り
や
す
い
表
現
と
す
る

た
め
、
四
か
所
の
字
句
整
理

等
を
行
っ
た
う
え
で
上
程
し

た
も
の
で
あ
る
。

議
員

「
人
口
の
想
定
」
で

は
、
平
成
二
十
八
年
の
人
口

は
、
住
民
基
本
台
帳
人
口
に

外
国
人
登
録
人
口
お
よ
び
現

在
進
行
中
の
施
策
に
よ
る
増

加
人
口
を
加
え
約
二
六
万
四

〇
〇
〇
人
と
し
て
い
る
。
増

加
人
口
は
ど
の
よ
う
に
算
出

し
た
の
か
伺
い
た
い
。

市
長

こ
の
人
口
は
期
待
人

口
で
、
区
画
整
理
な
ど
市
の

施
策
の
推
進
に
よ
る
定
着
人

口
を
示
し
て
お
り
、
算
出
に

は
、
日
向
岡
団
地
な
ど
の
定

住
率
を
参
考
と
し
た
。
そ
の

結
果
、
次
期
総
合
計
画
最
終

年
で
の
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
の
定

住
人
口
は
四
八
〇
人
と
想
定

し
て
い
る
。
同
様
に
、
真
田

お
よ
び
真
田
・
北
金
目
特
定

土
地
区
画
整
理
事
業
、
め
ぐ

み
が
丘
を
合
わ
せ
、
合
計
で

三
四
三
四
人
と
算
出
し
た
。

議
員

土
地
利
用
の
基
本
方

針
で
、
都
市
の
活
力
を
持
続

す
る
土
地
利
用
の
誘
導
に
つ

い
て
、「
広
域
自
動
車
道
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
活
か
し
」
と

の
表
現
を
削
除
し
た
理
由
を

聞
き
た
い
。

市
長

広
域
自
動
車
道
へ
の

ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
北

の
核
だ
け
で
は
な
く
南
の
核

や
西
部
地
域
に
お
い
て
も
向

上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
都

市
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
ま
た
必
要
で
も

あ
る
と
判
断
し
た
た
め
、
「

都
市
づ
く
り
の
基
本
構
造
」

の
項
目
へ
記
述
を
移
し
た
も

の
で
あ
る
。

議
員

本
市
西
部
地
域
で
の

「
土
地
利
用
の
促
進
に
よ
る

活
性
化
」
を
追
加
し
た
理
由

を
伺
い
た
い
。

市
長

西
部
地
域
の
土
地
利

用
に
関
す
る
記
述
を
加
え
る

こ
と
に
よ
り
、
学
術
機
関
や

研
究
所
な
ど
の
関
連
施
設
の

設
置
や
既
存
集
落
の
維
持
な

ど
土
地
の
有
効
な
利
用
を
進

め
る
も
の
で
あ
る
。さ
ら
に
、

豊
か
な
自
然
環
境
と
調
和
し

た
、
ふ
れ
あ
い
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
場
づ
く
り
な
ど

と
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
い

く
た
め
で
あ
る
。

議
員

広
域
行
政
で
は
、
「

広
域
的
な
視
点
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
」
と
の
表

現
を
、「
社
会
情
勢
を
と
ら

え
」、「
広
域
的
な
行
政
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
」
と
変
更

し
た
理
由
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

変
更
前
は
広
域

連
携
や
合
併
な
ど
も
含
ま
れ

る
総
体
的
な
方
針
を
表
現
し

て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
表

記
は
「
効
率
的
、
効
果
的
な

行
政
運
営
」
に
重
点
を
置
く

表
現
で
あ
る
た
め
、
よ
り
具

体
的
な
表
現
へ
と
変
更
し
た
。

広
域
連
携
と
合
併
を
指
す
「

広
域
的
な
行
政
」
と
表
現
す

る
こ
と
で
、「
広
域
的
な
視

点
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
よ

り
も
、
分
か
り
や
す
く
し
た

も
の
で
あ
る
。

議
員

近
隣
市
町
と
の
連
携

や
情
報
交
換
の
状
況
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

市
長

現
在
、
ご
み
処
理
、

道
路
、
消
防
な
ど
の
分
野
に

お
い
て
情
報
交
換
や
協
議
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

の
共
通
課
題
に
対
す
る
情
報
・

意
見
交
換
な
ど
は
、
湘
南
地

区
市
町
連
絡
協
議
会
、
三
市

二
町
広
域
行
政
推
進
協
議
会
、

平
塚
市
・
茅
ヶ
崎
市
広
域
連

携
推
進
協
議
会
な
ど
で
行
っ

て
い
る
。
今
後
新
た
な
課
題

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
連
携

を
図
り
検
討
し
て
い
く
。

議
員

定
年
退
職
を
迎
え
る

団
塊
の
世
代
の
力
を
地
域
で

生
か
す
こ
と
に
つ
い
て
見
解

を
聞
き
た
い
。

市
長

す
で
に
、社
会
教
育
、

学
校
教
育
や
防
災
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
地
域
の
人
材

の
参
画
を
得
て
い
る
。
団
塊

の
世
代
の
力
を
直
接
・
間
接

に
提
供
い
た
だ
く
こ
と
は
、

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
活
性

化
の
面
か
ら
も
大
変
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
的

技
術
や
経
験
を
地
域
活
動
に

生
か
す
た
め
の
取
り
組
み
を

伺
い
た
い
。

市
長

生
涯
学
習
関
係
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
防
災
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
既
存
の
登

録
制
度
を
生
か
す
と
と
も
に
、

市
内
企
業
に
講
師
を
派
遣
し

て
退
職
予
定
者
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
や
市
民
活
動
に
つ

い
て
の
説
明
を
し
、「
地
域

活
動
入
門
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
す
る
な
ど
市
民
活
動
の

啓
発
や
情
報
提
供
を
実
施
し

て
い
る
。

議
員

今
後
は
ど
の
よ
う
に

事
業
を
推
進
し
て
い
く
の
か
。

市
長

市
民
活
動
団
体
と
団

塊
の
世
代
の
交
流
会
や
定
期

的
な
情
報
提
供
の
場
の
創
出

な
ど
に
よ
り
、
市
民
活
動
へ

の
参
加
等
を
推
進
し
て
い
く
。

議
員

定
年
退
職
者
等
の
地

域
で
の
活
動
と
平
塚
市
生
き

が
い
事
業
団
な
ど
で
の
活
動

を
円
滑
に
行
う
こ
と
に
つ
い

て
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

市
長

市
民
活
動
団
体
や
生

き
が
い
事
業
団
、
町
内
福
祉

村
な
ど
の
活
動
に
、
団
塊
の

世
代
が
自
主
的
、
積
極
的
に

参
加
す
る
に
は
、
行
政
が
主

体
と
な
っ
て
情
報
提
供
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に

よ
り
選
択
肢
を
広
げ
、
地
域

社
会
へ
の
つ
な
が
り
が
強
化

さ
れ
て
退
職
者
の
力
が
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
さ
れ
る
と
考

え
る
。
今
後
、
地
域
と
行
政

の
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
、

団
塊
の
世
代
を
は
じ
め
多
く

の
人
材
が
ス
ム
ー
ズ
に
地
域

ヘ
デ
ビ
ュ
ー
で
き
る
仕
組
み

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

平
成
十
八
年
六
月
に

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、
本

市
で
も
平
成
十
九
年
四
月
一

日
か
ら
助
役
に
代
え
て
副
市

長
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
副
市
長
制
度
と
こ
れ
ま

で
の
助
役
制
度
と
の
相
違
点

を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

今
回
の
地
方
自

治
法
の
改
正
に
よ
り
助
役
制

度
が
見
直
さ
れ
、
地
方
自
治

体
の
自
主
・
自
立
性
の
拡
大

や
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

機
能
の
強
化
が
図
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
副
市
長
は
、
市

長
の
補
佐
、
代
理
、
職
員
の

監
督
に
加
え
、
委
任
に
よ
り

市
長
の
事
務
の
一
部
を
執
行

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
政
策
判
断
と
し
て

委
任
事
項
を
設
定
す
る
必
要

が
生
じ
る
ま
で
は
、
現
行
の

事
務
分
掌
に
基
づ
い
て
事
務

を
執
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。

議
員

本
市
が
重
要
な
決
断

や
判
断
を
求
め
ら
れ
、
検
討

す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
、

そ
の
課
題
解
決
の
た
め
に
副

市
長
へ
権
限
を
委
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

例
え
ば
、
高
度
に
専

門
的
な
知
識
を
必
要
と
し
、

担
当
部
局
だ
け
で
な
く
外
部

識
者
等
の
意
見
も
聞
き
入
れ

な
が
ら
対
処
す
る
必
要
が
あ

る
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の

事
項
に
対
す
る
責
任
の
分
担

に
つ
い
て
十
分
に
検
討
し
た

う
え
で
、
副
市
長
に
責
務
を

担
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え

て
い
る
。

情
報
提
供
進
め

多
く
の
人
材
活
用
へ

土
地
利
用
の
基
本
方
針

修
正
し
た
理
由
は

平平成成１１９９年年４４月月
副副市市長長制制度度導導入入

近
隣
市
町
と
の
連
携

今
後
も
積
極
的
に
推
進

六
月
定
例
会
の
常
任
委
員

会
で
は
四
件
の
審
査
が
行
わ

れ
た
。

個
に
応
じ
た
教
育
を
実
現

す
る
た
め
の
学
級
規
模
の
縮

小
・
弾
力
化
、
三
〇
人
以
下

学
級
実
現
を
求
め
る
請
願
で

は
、
豊
か
で
、
触
れ
合
う
教

育
を
保
障
す
る
の
は
大
人
の

責
務
と
考
え
る
。
子
供
た
ち

の
個
性
と
能
力
等
に
応
じ
た

教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、

本
請
願
を
採
択
と
す
べ
き
で

あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

採
決
し
た
結
果
、
採
択
す
べ

き
も
の
と
な
り
、
本
会
議
で

も
採
択
と
決
定
し
た
。

豊
か
な
教
育
を
実
現
す
る

た
め
、
平
成
二
十
年
度
の
教

育
予
算
増
額
を
求
め
る
請
願

で
は
、
子
供
た
ち
が
夢
と
希

望
を
持
て
る
教
育
を
推
進
し

て
い
く
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
条

件
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
平

成
二
十
年
度
に
お
い
て
も
教

育
予
算
の
増
額
を
求
め
る
た

め
、
本
請
願
を
採
択
す
べ
き

で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

採
決
し
た
結
果
、
採
択
と
す

べ
き
も
の
と
な
り
、
本
会
議

で
も
採
択
と
決
定
し
た
。

平
成
二
十
年
度
の
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

を
求
め
る
請
願
で
は
、
こ
の

制
度
は
、
義
務
教
育
が
等
し

く
受
け
ら
れ
る
必
要
最
低
限

の
水
準
を
確
保
す
る
た
め
に

制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

地
方
自
治
体
の
教
育
費
の
財

源
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

本
請
願
を
採
択
と
す
べ
き
で

あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

採
決
し
た
結
果
、
採
択
す
べ

き
も
の
と
な
り
、
本
会
議
で

も
採
択
と
な
っ
た
。

自
衛
隊
に
よ
る
国
民
監
視

活
動
を
即
刻
中
止
さ
せ
る
た

め
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る

請
願
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
の

情
報
保
全
隊
が
市
民
団
体
等

の
活
動
を
監
視
し
、
情
報
を

収
集
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
活

動
は
、
国
民
の
集
会
・
結
社

の
自
由
等
に
圧
力
を
加
え
る

行
動
で
あ
り
、
即
刻
中
止
す

べ
き
等
と
の
立
場
か
ら
採
択

と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。
一
方
、
合
法
的

な
集
会
や
デ
モ
な
ど
に
対
し

て
調
査
活
動
、
情
報
収
集
を

行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

法
に
違
反
す
る
よ
う
な
活
動

で
は
な
い
と
判
断
し
て
お
り
、

不
採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
と

の
意
見
も
あ
っ
た
。
採
決
し

た
結
果
、
不
採
択
と
す
べ
き

も
の
と
な
り
、
本
会
議
で
も

不
採
択
と
決
定
し
た
。

日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
つ
い

て
は
、
本
年
四
月
に
両
国
政

府
間
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
が
、

豪
州
は
世
界
有
数
の
農
業
国

で
あ
り
、
同
国
か
ら
の
農
畜

産
物
の
輸
入
は
、
牛
肉
、
乳

製
品
、
米
、
麦
な
ど
の
重
要

品
目
を
中
心
に
大
幅
な
輸
入

超
過
の
状
況
に
あ
る
。

交
渉
で
は
、
豪
州
側
は
こ

れ
ら
重
要
品
目
の
関
税
撤
廃

を
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
は

必
至
で
あ
り
、
関
税
撤
廃
と

な
れ
ば
我
が
国
農
業
は
壊
滅

的
な
影
響
を
受
け
、
食
料
自

給
率
は
さ
ら
に
低
下
し
、
国

民
食
料
の
安
全
保
障
の
面
か

ら
も
重
大
な
事
態
に
直
面
す

る
こ
と
と
な
る
。

平
塚
市
の
農
業
に
と
っ
て

も
、
畜
産
を
中
心
に
甚
大
な

影
響
を
蒙
り
、
経
営
の
継
続

が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。

一
方
、
我
が
国
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ

農
業
交
渉
に
お
い
て
、
重
要

品
目
の
関
税
削
減
の
例
外
扱

い
や
柔
軟
な
対
応
を
求
め
、

Ｇ
１０
諸
国
等
と
連
携
し
て
「

農
業
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
」

と
「
多
様
な
農
業
の
共
存
」

の
重
要
性
を
一
貫
し
て
主
張

し
て
い
る
。

よ
っ
て
政
府
は
、
日
豪
Ｅ

Ｐ
Ａ
交
渉
に
お
い
て
「
自
由

民
主
党
及
び
衆
参
農
林
水
産

委
員
会
の
決
議
」を
踏
ま
え
、

重
要
品
目
の
除
外
・
再
協
議

の
取
り
扱
い
が
確
保
で
き
な

け
れ
ば
交
渉
を
断
固
中
断
す

る
と
と
も
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業

交
渉
で
の
我
が
国
提
案
と
整

合
性
の
あ
る
主
張
を
貫
く
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
九
年
六
月
二
十
六
日

平

塚

市

議

会

日日
豪豪
ＥＥ
ＰＰ
ＡＡ
にに
関関
すす
るる
意意
見見
書書

請請
願願
のの
審審
査査
概概
要要

四四
かか
所所
変変
更更
のの
平平
塚塚
市市
総総
合合
計計
画画
基基
本本
構構
想想

再再
上上
程程
まま
でで
のの
経経
緯緯
なな
どど
問問
うう

第 ��� 号

２期目迎えた大藏市政
ひらつか議会だより

団
塊
の
世
代
の
技
術
と
経
験

地
域
活
動
に
生
か
す
取
り
組
み
聞
く

市長事務の一部執行可能に

平成��年（２００７年）�月��日（�）
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